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　我々は、長年にわたりＸ線天文学で未開拓の分野として残されているＸ線偏光観測の技術開発をすすめてき
た。これまで様々な原理・方法によるＸ線偏光検出器の開発に成功したばかりでなく、2006年には気球搭載検出
器によるかに星雲の硬Ｘ線偏光観測 (PHENEXの発表参照)を実現した。2006年 11月、平行して議論してきた
Ｘ線ガンマ線偏光観測小型衛星 Polaris (Polarimetry Satellite) 計画が、小型衛星Working Groupのひとつとし
て承認された。
Polarisの第一の目標は 10mCrab以上の明るさのＸ線天体について、軟Ｘ線から硬Ｘ線にまたがるワイドバン
ドの偏光測定を行うことである。連星系Ｘ線源、超新星残骸に加え、明るい活動銀河核や銀河団まで、Ｘ線天体
の代表的な種族について、偏光に関する基本的な性質をはじめて測定し、磁場の構造、降着流、降着円盤の構造
といった偏光によってのみしか知りえない情報を明らかにする。多層膜スーパーミラー望遠鏡と、イメージング
能力を備えたＸ線偏光計を利用する。Polarisのもうひとつの目標、ガンマ線バーストの偏光測定には広視野の装
置を用意する。年間 10例程度のバーストの偏光測定を行い、ガンマ線バーストの輻射機構の解決を目指す。本発
表では、偏光観測の意義と観測目標、デザイン原案と期待される感度、機器開発の現状について報告する。


